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平塚市七夕まつり実行委員会

〈会長加嘩市長)，むととし15燭
年を迎える七夕まつり号、 7月 7
自か"'5日間とくに感大に行な5
と的方針によって準備にはいりま

し1':'0 昨年、「まが り か ど に 来

たJ，との批判があったのにとたえ

る窓時もふくめて、一連グ新企郡

を打ち出したほ向、開惟銭高官1中の

念日智を魅力ある行事で且Eめ七夕

0答。と満足ぞいにたくよう努力を

綴げていますφ 戦掃の傷あと深い

沼和26年に第1踏を鰭した平尿七

夕まつ羽目、市民の手て:東ヰMコ仙

台となhび会図的に先J0'"る宮で

になりましドカヨ、 ζ としの15弱年

七夕によってi!3Pに名実{荷額め成

長壱とげたいと関係者は考えてい

ます。 ζ とに、余市民の串典とす

る立携が再磯認3九平塚市民ヌ悼む

をひとつにした演を内外に示すときだと考え叱れている点は:、

みな主ん¢支提をまってき更三五するも引であり、実行委員会は、

市外か伝言htl.る多数。二絡に、親切と誠実をそ~ト…にし，1:lil'.i.f与

が行なわれるととを深く期待しています。

荻窪までに内定した七夕行事jr;il1.:のιおりです。

趨 7毘ぽ0 ・ゲJ査結りコンクール繁華霊会、関東才、?盟自慢民諮った

会、ハワイプンσ，夕、程上自衛隊と海上自衛隊音楽隊川レ

ト守。

量豊 88 (木) .竹飾り雲葺至宝結果発事ピ、 TBSテレピ公開w.王宮@

10人ぬきのど自慢、県下炭諮おど日コンクール内内予選会・

在日米""箪軍楽器聖ι東海大学音楽酸ノてレート¥民認の夕@

綴 9Eヨ(愈) .竹飾り設彰式、村田義雄歌謡ショウ、不自製)J主主

主主鶴由!司公演、 f芋韓、夜日米海軍翠楽隊パレートー。

豊富!っ霞(土〕・他台市長歓迎会と問問中バレード、七宇まつり

功労者表彰、フランク永井ショウ{司会牧伸ニ〕、 NHKラ
ジオ公開立世送、ラジオ寄席、県下箆豊富おどりコンクール、在

日米銭憲・横浜鏑紡局主苦楽章語、パレード、写真コンク--}レ・ミ

ス5 くら撮彫会、量寺鐸、主主妓手溺0市内巡回。

鶴 118(沼) .ミス七夕王冠移冠式、沼南地区鳥校吹奏楽郎大

会、i'lTVテレピ公開宜主送歌って踊って大合戦、制麗公演、

ミス七タパレ ド(松竹スター桑野みゆきさん・写奨よ)県

繁繁楽節霊堂パレード、芸妓手続引市内巡泊。

丹

の開

3るヰ

まもな〈七夕まつむがやって〈る ことしの七夕は 15隠年を祝って盛大になりそう

ミス七夕には総竹スター重量野みゆきさんが内定した 〈右よ)

議襲農民言 2左右返り重量ぞ空き票意雪:に十沼年饗滋 i竪広て襲五摂家 事委霊童
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ほ
か
、
共
同
札
ス
れ
@
金
磁
・
販
一
ン
の
能
力
に
よ
っ
て
金
欝
焼
却
壱
行
な

一
な
が
ら
聖
人
的
堅
実
せ
る
と
の
…
路
露
審
議
力
量
採
な
ど
に
も
助
一
っ
て
い
る
が
、
主
主
十
五
ト
ン
焼

一
想
定
で
あ
る

cm:塚
市
め
と
れ
か
ら
の
一
成
と
対
帯
壱
講
り
て
い
く
o

一
割
安
翁
抽
出
し
て
、
百
ト
ン
処
強
ま
で

一
警
は
か
る
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
に
で
一
防
護
援
成
震
は
、
四
十
一
年
一
仁
能
力
を
た
か
め
ニ
み
収
集
車
十
一

一
ぎ
る
数
字
と
い
え
る
。
「
度
仁
市
民
街
区
(
義
附
台
)
@
鰐
一
鐙
一
?
ご
み
消
議
開
ニ
守
護
婦
連
絡
車

一
関
瀦
ヱ
に
関
す
る
再
出
扇
町
閉
会
@
追
分
第
て
何
十
二
年
度
に
第
一
一
台
な
ど
壱
一
野
人
し
て
充
実
す
ζ
。

一
工
場
誘
致
広
、
百
十
社
に
逮
し
三
一
一
銭
雲
会
一
日
一
の
れ
ん
会
、
何
十
一
一
一
一
飲
料
水
位
、
霊
童
高
島
易

一

間

君

主

T
準
語
指
定
地
域
の
一
年
度
第
一
の
れ
ん
会
‘
肉
声
年
度
第
一
水
道
の
ニ
蓋
て
で
供
給
し
て
い
長

一六
O
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
及
ん
で
一
千
九
大
門
会
嘉
一
一
飯
山
削
翻
窓
会
的
予
定
一
将
唱
の
水
の
需
日
間
と
議
長
野
ど
帯
考

一
い
る
。
そ
の
年
厚
相
捌
は
昭
和
四
十
十
何
年
一
で
あ
る
。
と
れ
で
ま
出
血
階
建
的
横
の
友
、
醐
開
問
罰
水
道
の
国
間
静
開
国
主
議
す
る

一
度
一
壬
一
一
喜
一
十
万
憶
に
達
す
る
見
込
一
デ
パ
ト
星
空
せ
る
o

一
回
村
に
新
設
し
た
火
葬
場
選
闘
を
一

一
み
で
あ
り
二
一
一
十
芸
雲
市
内
長
一
皇
制
室
長
喜
善
一
行
雪
、
警
護
は
、
財
政
よ
昌
一

一
年
祭
甑
一
一
一
百
六
十
八
億
円
を
一

o
o
t一
農
漁
業
も
、
大
き
な
適
時
脱
出
窓
越
え
一
怒
と
に

5
4あ
わ
せ
C
霊
平
し
て
い
き
一

一
す
ま
一
二
三
%
に
の
ぼ
る
予
言
。
一
つ
つ
あ
f
o
季
、
国
鉄
新
幹
線
区
一
一
九
い
o
霊

祭

事

的

農

薬

量

一
だ
が
地
樋
市
山
崎
議
・
電
力
供
給
肝
不
一
分
d
れ
た
誼
塚
の
農
業
は
、
テ
ン
ポ
の
一
剤
散
布
車
の
整
備
せ
中
心
L
、
従
来
町
一

一
足
・
工
実
用
水
の
不
足
e
労
働
力
的
不
一
早
い
市
街
地
刊
に
盤
面
L
花
弔
問
営
農
一
方
針
じ
そ
っ
て
効
果
的
思
施
策
を
行
広
一

一
足
・
公
響
的
…
申
加
な
ど
d
き
ゆ
き
不
安
一
で
は
立
ち
ゆ
き
が
岡
山
敷
と
な
ろ
号
。
築
一
っ
て
い
く
。
一

市
は
、
一
一
一
丹
市
議
盛
時
島
都
会
に
は
か
つ
て
、
時
刷
出
山
由
盟
副
世
鈴
鹿
町
議
本
計
闘
を
修
去
、
と
れ
に
も
と
ず
く

第
ニ
次
主
力
年
実
施
計
溺
を
決
定
、
b
ま
L
た
。
乙
の
新
市
議
訓
間
前
閣
は
、
町
村
合
併
後
町
平
塚
市
の
整
備

持
強
一
帯
守
、
あ
た
ら
し
い
見
地
か
b
計
図
し
だ
も
の
で
昭
和
さ
十
在
年
度
を
初
茸
度
と
す
る
十
か
年
わ
莞

と
お
し
に
た
っ
て
、
昨
年
度
ま
で
第
一
次
百
カ
年
齢
即
闘
者
施
行
し
て
き
た
も
加
で
す
ο
ζ
日
新
情
感
勲
許

間
即
位
、
そ
の
第
ニ
次
実
施
計
画
と
と
も
に
今
臨
V
J
E
年
間
の
平
塚
市
れ
方
向
を
規
定
し
た
も
っ
と
も
翠
本
的

な
長
期
針
顕
で
あ
る
と
向
時
に
、
実
際
札
は
毎
年
度
予
算
伺
脅
乎
壱
出
品
め

rも
の
と
し
て
‘
市
民
日
生
躍
的

に
も
深
い
関
連
を
毛
っ
て
い
ま
す
。

ム
『
厨
‘
ど
れ
を
修
正
し
た
の
は
、
一
一
一

十
管
年
前
策
定
当
時
間
に
経
済
の
高
度
成

長
町
箆
込
み
に
た
っ
て
立
案
し
た
計
画

が
、
最
近
の
不
叩
山
的
綴
向
の
な
か
で
手

直
し
を
迫
ら
れ
た
も
の
で
、
間
闘
の
市
街

i

E
地
関
委
誌
や
、
神
奈
川
県
の
第
三
次

幻

醐

総

合

開

発

高

室

、

芸

空

襲

J1
盟
約
に
ひ
び
く
諸
制
副
頭
も
変
容
し
て
き
て

月
号
宮
、
童
市
と
し
て
や
む
号
待
な
い

8
寵
情
勢
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

年
欝
修
正
副
官
邸
の
な
か
で
と
く
に
設
恩
を

ω
醐
あ
つ
め
る
の
時
、
現
在
の
経
済
情
勢
に

一
司
舗
あ
わ
せ
て
、
や
む
を
得
ず
各
極
的
針
関

弓
謹
事
綴
少
し
‘
工
業
と
鴎
輿
の
横
ば
い
苧

!
予
想
、
平
塚
間
財
政
の
の
び
車
も
、
宇
一

が
に
く
ひ
カ
え
め
に
お
5
え
に
点
で
あ
一

第襲

簡易保険は、線検金の 10叩閉!上<r・
災宅島二倍保障のクロ}パ日保険"既に引
き続号、 ζ とC1.から費区議会を大巾に
引上げてたいへん司有利になりました.
.た、掬易保設の積立金から 5，252億円
の資金が読書為市に融資され緒方禽拾の

捻誕にお省主に立っています.ど"ニ君'"
3主、考界紋磁設など敏育施政のヲピ裂や、.t
下水道の艶備、ー公常住宅の麹政などへの
敵対が織加してい*す.明るい集掲の故
防応、よワよい町づ〈りのた吟位、関易

夜肢をー漏ご利沼〈だきるようおすすぬ
いたします.

新市建量量第?次5カ年計鐙では道1i1l童華僑{ζ大吉な力が

芝生かれる・・郊外iこのびる幹線街路締

豊富7丹の暁蕗磁場・ 7月18日東宝旭劇場

(①ニュース、②長沼潜在お隅函おとぎの世界)

青少年に

よい本、よいテレピ、よい映劉を

{曹少年挟翻劇噛}毎月第3日曜日午前8時

3<;分から1仰寺まで、料金子どもおとなとも30円

盤6耳目狭繍劇場 61120日セントラル劇場

(①ニムーλ ②白い民像j



入
却
が
f
実
関
係
地
域
‘
間
三
%
一
見
込
み
だ
が
、
財
政
針
演
と
甫
街
信
一
公
民
館
を
新
設
す
λ
ο

ま
た
一
万
戸
一
一
千

一
が
荷
量
地
域
と
広
っ
た
。
一
状
況
な
ど
に
あ
わ
せ
逐
次
整
備
を
品
川
な
一
一
一
百
平
方
M
M
m
土
地
を
購
入
し
ニ
千
百

一
県
町
手
で
行
な
わ
れ
て
き
た
輯
災
復
一
う
。
と
れ
と
併
一
げ
し
て
、
小
桜
川
・
谷
一
万
円
を
投
じ
て
野
球
場
事
}
新
設
す
る
。

一
興
と
し
て
の
氏
陣
穀
震
は
混
花
鰐
算
事
一
川
・
下
回
・
黒
部
丘
・
七
号
・
古
川
一
教
育
研
究
所
・
博
物
館
の
併
援
も
曙

一
務
的
段
階
で
あ
り
終
策
す
る
。
ζ
的
事
一
な
ど
在
来
の
十
武
排
本
路
ぞ
務
備
す
る
一
え
ほ
が
ち
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
l
h
一一一階一簿

一
繋
の
経
済
効
薬
を
あ
げ
る
べ
く
‘
市
は
一
中
市
究
会
開
と
し
て
、
酒
浜
台
の
湘
南
一
蔵
書
玄
万
間
情
的
図
書
館
壱
趨
殺
す
る
。

一
馬
入
・
本
宿
・
須
賀
商
・
問
地
の
四
ヱ
一
海
岸
公
隠
五
十
八
万
一
一
三
一
一
酉
祭
n
M一
学
校
給
食
・
僚
鰭
溺
係
の
織
品
鞍
鱗
聖

一
氏
に
郡
一
同
改
造
事
撲
を
す
す
め
て
い
る
一
に
今
後
d
bに
一
一
一
千
六
百
万
円
を
投
ひ
一

μ
か
り
、
将
来
共
同
調
裂
を
行
思
う
給

喜

重

量

一

望

て

い

る

富

室

町

議

は

一

め

に

馬

入

一

望

号

七

2一
市

街

雪

郊

外

議

長

襲

撃

一

諮

問

団

軒

詰

町

一

日

時

計

む

詩

情

持

一

訪

れ

U
g
Lて

中
学
校
給
食

一九時前一一間一一部一一一一一一一時一一一一一一一一一一部一一一臨時一一一知抗議一括的時

悌一一一一一一諮問一一盟国一一一時一一議一一一一時臨時信市諮問山一申立昭一一一期説明一一一掃一昨日

開
量
一
プ
譲
ム
議
湖
南
平
線
な
ど
一
自
動
ダ
イ
ヤ
ル
刊
に
よ
っ
て
電
読
書
一
翼
船
十
五
街
地
[
八
幡
古
河
電
工
一
票
街
地
造
成
長
室
一
ヨ
山
%
を
受
益
績
協
と
し
て
二
一
一
一
室
自
と
須
賀
漁
港
緑
地
主
も
一
震
で
八
百
人
雲

5
2

十
九
路
線
合
計
八
千
喜
八
十
M
M
の
新
一
長
雪
れ
ぷ
ぷ
く
も
重
章
一
入
口
へ
震
で
っ
き
護
地
八
雲
一
市
街
地
開
発
的
童
三
重
地
利
一
戸
年

F
L鐙
再
度
の
量
事
ず
る
一
議
し
て
い
く
。
一
五
百
六
十
一
一
一
人
議
鎮
で
き
い
。

醐
襲
警
ロ
雪
。
事
量
点
度
に
一
た
し
て
い
る
o
事
室
二
局
舎
の
簿
一
議
は
、
鴎
鉄
東
海
道
警
の
産
主
潟
県
副
理
昭
和
平
年
人
口
ニ
十
一
一

1
1
1
1
!
l
l
i
l
i
-
-
j
i
l
l
一
神
震
育
所
的
鉄
筋
叩
き
か
っ
三
一

宵

訴

斡

特

れ

蓄

に

一

時

守

一

期

毒

す

主

義

憶

し

一

立

山

崎

町

長

誤

認

一

号

れ

は

ド

話

唯

一

教

育

雄

設

器

お

一

一

翠

一

点

一

駐

日

す

日

目

前

向

れ

晶

君

ダ

イ

ヤ

喜

芸

大

丹

量

φ
幹

線

露

に

践

す

る

喜

一

空

事

行

広

い

こ

い

c
須

賀

球

場

一

言

露

五

5
5一
一

(

定

員

九

十

二

宮

沢

保

書

(

六

T喜
な
っ
て
い
る
が
会
車
効
率
は
一
語
市
街
地
を
一
体
と
し
、
照
明
の
京
芸
童
詩
|
花
水
小
平
穏
一
に
、
神
田
靖
氏
の
平
塚
八
事
客
様
一
住
宅
五
カ
年
に
五
千
六
百
一
戸
を
供
給
一
十
)
守
新
設
す
る
ο
ま
た
須
賀
公
民
館
一

時
一
一
一
一
O
E
空
手
震
の
混
雑
は
一
藤
栄
都
市
と
し
て
護
主
主
主
一
北
海
底
街
i
書
館
主
大
様
ヘ
ぬ
ぐ
言
語
地
域
に
追
加
指
定
し
た
o
と

一

一

に

併

設

し

て

市

内

習

量

館

を

た

て

一

噛
危
険
で
あ
る
。
震
に
対
し
て
長
々
一
に
た
っ
て
一
議
婆
幹
線
街
路
の
整
備
に
麓
一
票
率
務
陣
営
全
線
舗
装
壱
終
え
一
の
費
用
途
指
定
量
的
雷
雲
一
一
千
一
塁
湾
に
関
す
る
喜
一
考
会
。
露
地
が
せ
ま
く
、
そ
の
う
一
議
ケ
丘
予
警
護
一
語
感
ニ
十
一

醐

一

に

移

転

し

務

慨

す

ゐ

。

一

一

一

一

(

仮

称

)

も

連

殺

し

に

い

。

老

人

ク

ラ

一

一
向
士
ニ
年
度
一
議
開
十
冗
人
震
一
プ
の
湾
戒
を
中
心
と
す
義
人
需
一

一

に

す

べ

く

年

々

一

人

づ

っ

誠

じ

て

い

る

一

一

一

一

低

所

得

者

金

融

、

失

業

対

策

、

社

会

額

一

一
た
め
一
部
に
教
室
不
足
亭
生
ず
る
と

J~

一

一

r一
祉
協
議
会
的
強
拓
、
随
一
酎
灯
お
ど
保
安
一

一
言
あ
る
c

旭
尖
宇
中
原
@
喜
一
路
講
義
広
ど
も
す
す
め
る
ο
一

て

金

両

国

各

小

学

校

と

、

江

市

脳

・

神

田

二

一

一

一

古

川

内

町

岳

町

宅

不

足

は

一

万

問

千

六

沼

一

一

金

旭

中

一

一

中

学

校

の

老

朽

校

舎

は

す

べ

て

一

一

一

一

戸

う

ち

忠

己

資

金

で

鐘

興

す

と

と

み

ζ
一

一

鉄

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

建

て

の

新

設

校

舎

一

一

一

一

ま

れ

毛

も

の

は

九

平

戸

で

あ

生

。

残

る

一

右
翼
し
、
露
に
不
足
す
る
習
、
通
教
一
万
千
六
百
戸
の
供
給
が
量
一
で
あ
る
も
一

一室
e

特

刻

教

室

卵

管

理

額

係

冨

引

を

謹

一

備

一

一

一

一

ζ
才
に
対
し
、
甲
山
営
件
宅
は
一
立
か
年
に
一

一
ず
る
、
神
田
小
学
校
と
太
守
春
日
野
一
一
一
一
言
毒
殺
す
る
o
一
一
一
重
量
の
一

一
会
話
各
中
学
校
に
は
え
に
普
義
一
日
本
言
語
彊
を
誘
致
し
‘
抱
一
月

一
室
と
特
別
教
室
を
増
刷
悼
す
七
。
一

一

一

優

先

入

唐

事

一

一

一

札

%

を

交

渉

確

保

し

て

一
講
堂
書
内
運
動
費
、
芳
殺
害
一
と
れ
で
一
千
万
高
室
を
解
消
し
た

一察官
e

小
学
校
と
江
溺
・
太
指
マ
神
一
出
@
一
ぃ
。
神
奈
川
川

gu公
社
営
団
農
民
主
三

一
土
決
各
中
学
校
に
新
事
し
、
富
士
兎
小
一
千
戸
押
度
の
閉
山
地
中
智
誘
説
、
地
元
入
居

一
学
校
別
講
堂
を
改
革
す
る
。
ま
に
‘
江
一
車
窓
O
%
を
確
保
し
て
一
千
戸
帯
解
純

一
陽
・
春
日
野
。
神
問
。
土
沢
町
問
中
学
一
す
ξ
。
書
官
什
宅
一
一
百
究
才
一
戸
の
抽
選
叫

一
般
に
水
泳
プ
!
ん
そ
新
設
す
る
。
一
議
出
押
し
、
会
社
壬
蕩
等
~
L
P
Rを

一
金
目
。
登
守
神
邸
各
小
学
授
を
一
行
な
い
議
資
金
主
主
?
義

一
陽
中
、
塚
田
幼
稚
閣
の
敷
煽
は
す
み
や
一
居
間
開
場
等
の
慾
殺
を
健
践
し
、

ζ
れ
で

一
カ
に
繋
捕
す
る
ほ
町
、
同
閉
山
崎
と
金
一
自
に
一
一
千
亘
書
'
分
を
解
消
す
る
o
ま
た
問

一
油
精
闘
を
新
設
す
る
。
小
中
学
校
の
教
一
災
民
間
収
趨
成
に
と
も
な
い
併
誇
陀
宅
一

肘
保
有
軍
事
前
き
ょ
げ
、
学
校
規
模
に
一
千
戸
の
造
成
を
考
え
る
。
一
世
帯
一
角

応
ひ
で
俊
務
作
常
国
間
の
増
員
を
は
か
る
一
宅
島
」
包
標
と
す
る
。

地
域
社
会
教
育
の
セ
ン
タ
ー
と
す
る
一
市
営
作
学
用
地
は
、
現
夜
の
万
忠
良

公
民
館
は
、
学
区
一
館
的
方
針
に
よ
り
一
塚
団
地
の
次
位
、
間
階
に
ニ
万
戸
一
一
中

金
自
@
城
烏
・
土
麗
・
宮
沢
・
中
へ
野
各
一
平
刀
H
晶
画
八
中
也
ド
分
を
翼
収
L
た。
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で
九
草
間
口
に
な

る
。
都
市
長
の
戸

川
さ
ん
が
提
唱
さ

れ
、
熱
心
に
連
動

を
展
開
閉
さ
れ
た
あ

と
を
私
が
間
引
き
継
い
で
、
今
年
で
一
一
一

回
自
に
な
る
。

お
は
美
し
い
、
そ
の
美
し
い
宿
舎

愛
し
育
て
て
、
街
脅
花
守
護
め
£
コ

と
す
る
騒
い
を
実
ら
せ
る
に
は
、
ま

だ
ま
だ
時
間
が
か
か
huそ
ヨ
だ
。

四
汚
六
日
に
園
芸
協
金
格
弁
務
会

(
会
長
真
田
富
巌
氏
〉
の
翻
ス
D
で
つ

く
ら
れ
た
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
協

議
会
が
、
市
民
に
配
布
す
る
種
子
等

の
袋
議
巻
、
花
持
部
会
婦
人
部
や
市

職
員
の
事
仕
で
、
五
十
人
ほ
ど
の
方

々
が
作
業
壱
し
て
お
ら
れ
る
場
所
に

出
掛
け
て
J
fの
労
を
謝
し
た
が
、

袋
詰
は
凡
そ
四
万
と
云
5
数
で
あ
っ

た。
四
月
十
一
日
の
日
騒
は
天
候
に
恵

ま
れ
、
十
台
の
自
動
車
を
連
ね
て
、

市
内
パ
レ
ー
ド
を
行
っ
た
。
会
前
一
一
一

察事警寺票弓神"

設it琵i ¥33軽量2352
副知情義州議議ぶ師会225更さ;
吟護送電話警襲撃襲撃島譲犯れぞ空室主子

号igiii延長官藤長震の 13ifg
語種主主註孟重み議議議翼嘩欝露 V な一生毛主怠文

書T25ggg鑑藤議議轟轄の詰むzi害

gizizii欝議鶴欝主 igii!?
リ翠もにど所関毅癒務緩欝毅緩緩鐙譲瀦懇機畿銀縁主 ♂も現ず のぎ を煎のと
1貴愉すんがや畿援護繍 棚 網 棚 麟 議 後 ぞれ且らこっ き}が
ンヲしるな、務畿畿磁畿畿鐙綴緩緩畿畿畿欝務務幾重量ょ -， ~ とか い 主 主 少 ろ

立Ebj於支号車 欝羅麟欝欝鶴つ 4Z き雲44

指話tf麟麟麟麓韓纏まζ 民社2きと
詩吟日欝欝欝欝欝襲撃花 522皇室君
臨 oM2全欝麓欝離懇韓議建議議鐙 楽硲にと央

主事皇宮誌購欝麓襲撃欝議 Zi言3長
濯~ ぞ?主量五苓今墜事イ押す立でPぺ)L.土台花 り 吾 ど託完弓需
主だ 出窓是長 生宇入れす也蹄人たち占巾畳・ / 安 宅逗員立基

v;宮五量定事弓寝言語ム雪芸市主雪t主主雪関主安襲五
(重主資ぷ志望書の易が o .T庁ま草てしあ云東主富議37
れい干示 D 石室詰諸点在万七言52詰 p 警活

;ii i i i i iiififi iiiii iii i;iii 
語刀法皇5謀議事ZiE量持言3322日Z皇賞雪

(3) 

投薬待問は午前7時一午後8持投票

所か変更になっているところがあワ

ますから場所をよ〈たしかめて…日

投薬は先に地方区、次いて会図区を
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があると、もし予報どお的0:気盟条件であったlまあt'tl'l稲{下
位平年作を相当下宮わおととになろ5とみていぎす。

今回は誌 ζ のs:Jな気象予報のもよで植え付け最盛期を図的

に 1.-1:7Y稲普3江主立諮σ戸初耳語における注重量と女作宥を示したもので

その後σ:手当は、気象σ推理多をみながb駿D:ζの紙上L 封設レ

ていく方針をとってU草す。

を
中
心
に
信
組
に
な
主
見
込
み
、

あ
け
は
溺
臼
本
で
や
ふ
間
早
め
、
作

で
は
お
く
れ
気
時
〉
〕
一
な
る
と
い
わ
れ
る

月
間
加
の
予
報
で
は
、
六
月
は
上
旬
に

つ
ゅ
に
は
い
D
、

み
。
七
月
は
、
は
じ
め

つ
駒
郡
一
の
輔
副
仔
援
護
が

つ
づ
く
が
そ
め
後
天
候

は
泊
復
し
、
溜
日
本
で

は
蜜
ら
し
い
天
気
と
な

る
。
し
か
し
、
間
関
東
以

豊富喜月29お(:k)・夕陽ケ丘母子寮鑑

識業協問組合、須賀公民館、消防主主

5分間庁舎(馬入)。

鶴吉丹鈎臼(水}・花水公民館、花水

会館、海岸公民館、 E軍訪釘会館、富

士見公JjC;館@

納税は意向寄金書毒機際で取')扱います。

爆時関・午前9時30分~午後4持。

〈税務綴収納霊祭〉

青
少
年
相
談

各
地
へ
出
張

民
法
蔀
青
少
年
諜
は
、
昨
年
か
ら

課
内
に
常
設
し
て
ぎ
た
青
少
母
相

談
そ
今
年
度
か
ら
出
張
格
絞
手
併

用
す
る
と
と
に
し
ま
し
phG

六
月
布
水
公
民
館
、
八
月
松
原
公

使
館
、
寸
同
月
山
襲
警
公
民
館
、
十
一

月
時
国
士
見
公
民
館
、
架
部
一
月
須

賀
公
民
鱈
戸
門
口
時
は
広
報
無
線

で
)
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経済部農産諜ぽ、 19母ぶりに金歯ぞ綴った3月簿波や、 3月な

た呼工さまで関東地主F世見舞った異常環瀬なとを中心とする、 ζと

¥ATJ鎮常な気象華件を量拐し、奇t量的安d里見込み4その対策を

まとめ、気家に4る援貴重1K軍曹を畿少限にくいとめるよ5、各幾

重置に革審告しました。 ζ のなかで産量産課は、合嵐グ?鶴来措前年ヰ

り普く、邸機え国後の 8月半から7月に1>、け Cc;きどき低盛田

あらわれ、 (":Ii:6fこ秋のおとずれが翠まろ5という見込みに問題題

瀦自的・経済計画や議用

などの基縫資料を得るた

就業状態、労働力の流働

金就業の実態などをは援

事事務査の範殴・総理府内

によって市が選んだ世帯

の人を対象とする。

翻務室内容・氏名、性別
手管主との関係、自己偶潤係

就業状態、就業先での従

地
上
十
九
メ
ー
ト
ル
、
八
緒
川
凶
に
歌
ま
で
位
認
減
ず
る
戦
殻
寝
殿
綴
施
駿
e
:
:

戦
後
掛
歯
止
千
舟
柱
を
ま
っ
問
、
平
掛
布
間
関
の
平
和
へ
の
綴
い
を
品
ら
わ
ず

援とき毎月第 Z 第 3水球日

'j前 9時から守役4時まて

ろ ，IJl交所Tii民相談'f'_内

ミ穿'll'冬に開rるいおいろ

な午相談lこ応ヒます.お気艇に

ご利用ください a 彊臨調臨調鐙醤議温諸藩肱o 
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タ
悶
月
夜
@
タ
タ
ミ
イ
ワ
シ
な
ど

--， 

グく

@火災現場調査・台風や津波

などの務戒。河JIIO)~動主状況調査@火災予訪広報などに
使 5もので平塚市でははじめてのもの。車は、 4C年式ニ

ツサンパトロール60~説、 8 気筒3956C C、25馬力金4輪

激動的中型ジープで、高性能スピ一方 ・サイレン@耳景

色臨釈灯 -1門的問罪者穏重量話移動扇などを積較します。

Lー

タヲトプ。チクの相談ご色を

タ
契
機
に

二
点
を
推
奨

由
経
済
部
鶴
工
諜
は
、
七
夕
ま
つ
h
u
十
玄
関
揮
を
契
機
に
「
平
塚
み
や
げ
昂
」
争
選
定
、
こ
叩

V

急
襲
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。
平
塚
市
は
み
や
げ
混
と
し
て
の
襲
と
ぽ
し
く
よ
」
の
一

世
開
発
を
の
ぞ
む
声
が
ひ
ろ
ま
っ
て
い
ま
し
た
o
市
が
選
定
し
た
平
塚
み
や
げ
と
そ
の
製
議
業
内

~
者
は
次
の
と
お
D
で

す

。

}
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国
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乳
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ι
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崎
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て
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金
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割
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国
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は
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人
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一
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一

般

小

川

凶

公

王

小

小

公

公

小

小

と

回

ζ

る
で
、
す
一

同
国
島
田
，
d
威

一

回

島

田

沢

原

開

問

。

今

は

い

種

棋

で

一

他

金

日

開

金

旭

中

金

滅

金

吉

中

会

で

・

人

て

援

無

内

一

mu
程

)

)

各

ま

ど

る

け

の

句

泊

一

そ
畑
由
市
恨
沼
口
叫
日
日
日
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日
日
目
咽
包
日
呂
田
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自
由
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目
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持
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け
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;幹事一言(主主;;:若ilif璽 員警若手芸書主宰担;ぇ(築 伝 i襲
ど考に吾まくゆかきせを ZJ i か がひ学弟ての

諒i;知山占禁!?iiiiiz長?
35話jdS欝欝稿者 4J警2計百主意籍

(7) 

bfiiiijE55較錦、i諮問12iiii
翠腎終選iiE255員詩吟芸能長問屋22Z
詰i灯時片品特許53{E計三宗主喜村25
賓室手 tE震実警左足繋芝ぞ品主主主毒事去五皇醤霊宅量量

予蹟j主射巡罷

書官

場

トゲン
来月から健康診断

衛生課は、レントゲンと血液検査
に4毛無事L巡回健段診断を行ないま

す。日常5ちにいる人で、信認さ診断
を受ける機会のない人のために行な
5もので、市内初カ百年で績次実施し
該当する人にひとりでも多く受けて
いただく雷f習です。ボタン@ホック
などのついていない肌着なら着たま
まで2~3丹のわずかな時間ですみま
すいまだ、 ζの検査で異常がみつ
かったときは、与らに精密検査を無
税で受けることができ古ず。 ζの機
会に主主婦の方やお年寄り、商脂のご
主人など受診cされるよ5強くおすす
めしておきます。

盟巡回日程

7月12日憎むよ平塚集積所
〔後〉大久保公害置

JI 13日(官官)春日神社
f世)立野町公薗

11 14日 〔百可)大:g軍神社
(後)領土見公民舘

ノノ 15日(前)高部運送蔚
(後)羽衣陀公南北側

// 16日憎む競輪場
(後)県立爵土見E罰F

// 17日(前〕競輪場
// 19詰(前)花水公爾

〔後)花水公害輯

機
械
文
明
の
発
途
炉
、
人
間

の
日
常
生
活
か
b
身
体
を
動

か
す
ニ
と
を
奪
い
‘
成
弱
者
、

異
常
肥
満
者
、

λ
イ
ロ

i
ゼ

患
者
な
ど
を
ゆ
や
し
た
♂
切
れ

は
、
文
明
諸
閣
の
共
通
の
脳

み
と
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ

る
・
歩
〈
こ
と
は
、
手
足
の

選
動
だ
け
で
な
く
、
体
の
移

動
、
動
轄
に
つ
れ
て
全
身
を

反
射
的
に
動
か
す
手
近
カ
な

保
健
手
段
だ
e

き
ょ
う
か
ら

一
自
一
万
歩
を
自
得
に
、
歩

け
品
事
け
運
動
を
み
な
た
も
お

は
じ
め
〈
だ
さ
い
.
普
遜
の

人
が
姿
勢
を
正
し
く
一
万
歩

を
歩
〈
主
、
ゆ
っ
〈
リ
で
男

四
キ
旬
、
女
三
五
キ
ロ
、

普
通
に
歩
い
て
男
五
思
考

ロ
‘
女
四
・
八
キ
ロ
、
大
ま

た
に
急
い
で
男
七
・
一
キ
ロ

安
打
-
五
キ
ロ
と
い
わ
れ
る
.

命
日
時
間
》

命
日
開

H
V

命
日
開

H
U

命
日
開

H
V

a嘩
竃
握
盟
組
掴
羽

次回は 7月5日

と7河内罰です

次回は

7月313です

麗観民連盟畠島曙富湾臨艇事墓醐暗闇畠iliE噛

伝子きんの教育について悩みをおむ島の
古・ s勉強/しつけ'1性格/進賎/選年な
どなんでもど相離にJ1;b志す.ご米所H

9とだ〈ほか、包括・手棋でもけ。 ζうで
す.輯料、韓絞殺守.

場所.3:jZ塚市教育研究所

TEL.'(21)135自

"p草壁新宿14事J匁獄中薦鱗ザ

常設/lF-a悶心。-1暗.00

青少年の欲求不満/非行化的関驚に関する専
門の窓口です。青少年諸君自身の悩みや訴え
を開くほか、父兄内相談にも応じます。教育
精神衛生・職場・労働ー非行 9 家族関係・人
生穏談・余暇利用なrの各部門に18人の専門
家をそろえて利淘をお待ちします。言寄接・出
張・手紙・電話・紙上などいかをる方法でも

ます。青少年課~….

57 

震生部青少年言葉
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だ
が
、
一
部
の
通
知
申
置
に
、

Fた
ち
は
貧
し
い
文
学
部
学
生
グ
ル

ー
プ
だ
が
、
唯
一
の
た
よ

D
で
あ
お
図

警
怨
の
外
国
文
学
の
滋
に
は
、
あ
た
ら

し
い
本
、
ま
と
ま
っ
た
本
が
一
冊
も
な

い
。
ア
ン
チ
・
ロ
マ
ン
の
本
や
、
サ
ル

ト
ル
の
全
譲
さ
え
な
い
限
饗
鎚
が
ほ
か

に
あ
与
だ
ろ
5
か
。
市
長
さ
T
N
は
文
信

教
育
に
は
潔
い
趨
解
お
持
ち
と
の
こ
と

開
困
惑
館
を
帥
唯
一
の
た
よ
h
u
に
し
て
い
る

貧
し
い
学
生
の
大
勢
い
る
こ
と
を
忠
れ

な
い
で
ほ
し
い
。
日

量3、

めの
市立図書書館への希望

に対するサーピス

て〉

鈴
木
蹴
〕

戸
市
の
阿
国
欝
館
は
な
こ
よ

D

お
答
え
・

j
い
ま
ず
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、

(
地
域
社
会
)
全
般
に

h
i

対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
寅
匙
綴
襲

審

員

っ

て

お

そ

譲

麓

難

学
生
は
ち
ろ
ん
家
庭
の
穣
鰭
綴
緩
磁
輔

主
婦
、
箔
童
、
サ
ラ
リ
離
綴
線
二
一

1
7
ン

な

ど

と

い

っ

た

議

欝

か

れ

て

い

ま

す

。

公

の

の

購

入

に

あ

P
ま
ず
。
幾
重
富
ろ
は
要
の
と
こ
ろ
雪
主
ん
。

一
般
市
民
に
対
す
る
サ

J
i

共
図
晶
画
館
品
川
、
大
学
歯
を
も
ち
つ
づ
け
た
古
典
的
作
昂
ゃ
、
な
お
、
サ
ル
ト
ル
の
搾
目
的
で
は
、

ー
ピ
ス
も
、
そ
の
大
切
な
仕
事
に
な
っ
間
四
番
舘
や
専
問
問
四
番
館
と
は
累
匂
っ
た
す
で
に
静
観
の
定
ま
っ
た
近
品
川
の
障
問
問
在
市
の
一
関
番
館
に
は
、
①
水
い
ら
ず
@

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
図
惑
を
綿
入
性
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
宇
一
知
っ
て
い
は
だ
い
た
い
こ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
汚
れ
た
苧
@
部
屋
、
@
自
由
へ
の
遂
臨

す
る
さ
い
、
当
然
特
殊
な
も
の
よ

D
一

た

だ

き

た

い

と

思

い

ま

ナ

。

か

ら

で

す

。

一

部

e

鰐
一
一
一
郎
、
⑮
拘
教
と
一
民
抗
一
・

綾
約
な
も
の
を
、
「
ひ
と
つ
の
主
揺
を
外
国
文
学
の
叡
訳
も
の
の
ぼ
あ
い
で
投
噛
習
に
あ
か
ま
し
た
ア
ン
チ
・
ロ
マ
一
一
な
ど
が
あ
D
、
外
霞
文
学
関
係
の
士

深
く
」
よ
D
も
「
浅
く
と
も
多
く
の
主
も
、
現
在
の
と
こ
ろ
主
力
は
「
世
界
文
ン
の
本
に
つ
い
て
で
す
が
、
サ
口
1
ト
は
一
千
百
一
一
一
十
五
椅
ほ
ど
あ
灯
吾
す
。

溜
を
」
と
い
っ
た
奴
議
方
針
が
つ
ら
ぬ
学
金
銭
」
と
い
っ
た
形
の
シ
リ
ー
ズ
毛
、
口
プ
リ
グ
リ
エ
な
ど
、
ア
ン
チ
@
ロ
マ
門
串
鐙
巾
一
凶
器
開
包

lなくなってしまった。

110 まだま四之宮690番地こH
|む主Z~翌日昇Jもの家に古い菌像。づ伝
jわっているζ と壱商いたのでみ

iせて貰ったとζ ろ間家か0t誌で

|童書欝院待機となっk観主日法印円

|もので紙本彩色みるからに篤実

|な潜穆の関章容をととめていた。

高瀬健吾|響機とい5憾の讃諸によると

j続立Di'Al三邸主俗姓坂都民主主永元年

平塚市街之宮に明治元年(13107つ4)侭之宮に主主'n鏡智院で

68)まで鏡議院とい5真言霊祭に|援をおろして出家、王吉年21歳で

重量した寺があった。山号を童書籍iその件織となり次いで膏白鳥神社

山寺号を神Jf:寺と1，'.30 rlf号"=1の修理を完成し[南寺普再縁す吾

寺号β、かすれば槽宗寺践のよう!などっぷ正さに苦辛苦きつづけつつ

な感もするが本尊は長 l間余白|修援と究学じ励み遂に「仏lA之

大日如来σ座像であった。 ζの i棟梁・密称之良材J こ謂奨""れ

寺は延沓式に載っていそ相模E語iるまでに三E成 lA了。にまたま日月

のE吉社前烏(さきと円)神社のi和 9年 (769)66才のとき俄か

別当を銑めそσ:祭事いっさVを 1~こ発病しにので百万治療の方法
行っていたが明治元年腕家成海iぞ講むにがそσ:、効なく 5月初日

法却のとき復飾して神:'t'.e:なつ!大内寂を示したという。

たため豊富寺処丹を受けた。かく| 画像は観如グヨ革後門弟観海援

て青討議神社貯水地仏であった前IE!日が「郎町鴻徳大E里町一汁を童話

記引車尊大田像とそ0ご槌侍不動 11.-車るためにJ作成記させたも山

旦司王立像及び毘沙門天立犠(2 
体とも L15m)は村内観音堂に

移し伝来の味:般若緩は保管を笥11沼海認己主:Ili'lZ門徒智橋が揮豊富し

理事に託したが夜造したitJJJ~重己社 i たものである。

伝的什宝ちE書望日銀などはそのま ffij為神社を曜基礎し鋭智院を再

鏡智院観知

|関宿 16判グ 3附〉

馬入 4，437(グ 1，030)

須賀 16，271(グ 3，969)

松風担r 1，503 (グ 439) 

禍ケ浜 1，720 (ρ 472) 

桃浜田J 2，301 (ρ 630) 

竜城ケ丘 1，404 (グ 382) 

黒部丘 2，287 (グ 568) 

重 平 2，025(11 4自の
花水台 2，781(グ 673) 

重工ケ浜 1，885 (グ 489) 

撫子原 306 (か 99) 

唐ケ原 69 ( 11 24) 

360) 

557) 

614) 

285) 

780) 

上平塚 429 (11 98) 

桜ケ丘 114 (グ 27) 

中 里 2，629(グ 681)

平 塚 19，299(グ 4，704)

昭和40年5Jl1臼現在平塚市推計人口

132，067 I城 島 1，936(11

30.876 !金問 2，541(ク

67.88 I土沢 3，766(グ

1945j同 防 1，574(グ

201 I金 目 4，開(グ
1，175 

174 

人口総数@

世帯世帯・

市域間積・

人口密度@

坊{世帯i普a

丹(人口社会増・
上レ i 
c l0然増@

地区民人口

市街地・ 75，872世帯(8，767)

大 野 28，7'雪3(グム491)

旭 6，649 (かし524)

神間 5，百53(11 1，469) 

会認は錦繍です。

調南平へ韓合駅前9令。。
民観解散湘南平

調雨天のときは否問瑚曜日日
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